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④事業の具体的
　計画内容

(1)先行調査・研究の収集、分析
(2)ここ一年間の統合失調症入院患者の実態調査
下記(4)の支援ガイド等の作成の基本データとして、日精協会員病院
（1207病院）を対象に実態調査（入院期間、入院回数、クリティカル
パス・ケースカンファレンスの有無等）を行う。
(3)統合失調症患者に係る精神病院の取り組み事例について、事例の抽
出については、人口バランスや地域的な条件を勘案し、10病院程度で
ヒアリング調査を行う。
① 量的調査：入院時からの多職種による地域移行支援の内容・指示期
間、クリティカルパス等の標準化された媒体の運用実態、効果　等
② 質的調査：クリティカルパス等の標準化された媒体の課題及びクリ
ティカルパス導入にあたっての問題点　　等
(4)支援ガイド（クリティカルパス等）の作成
対象となる患者の情報や、院内連携、地域連携の方法など精神科病院
等の職員が活用できるガイドラインやガイドラインの項目（組織的な
取り組み、支援職員の役割、多職種連携のありかた等）を効率的に遂
行するための時系列を考慮したクリティカルパスを作成する。
(5)有識者等による検討委員会において上記事業の評価・助言等の実施
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事業実施計画書

地方公共団体名又は法人名

１ 事業の内容

①事業名
統合失調症患者への入院早期からの多職種による地域移行支援の標準
化に関する調査

②国庫補助所要額
　　　　　　　　　　　　　５，０３０千円

（様式３－１のＦ欄の額）

③事業実施予定期間 平成２５年８月８日　から　平成２６年３月３１日　まで

公益社団法人日本精神科病院協会

⑤事業の効果及び
　活用方法

(1)統合失調症患者の最近の入院実態と入院早期からの多職種による地
域移行支援の実態と課題についてまとめる。
(2)今後の統合失調症患者に対する地域連携の支援の在り方について、
考察を含める。
(3)統合失調症患者のための、入院早期から地域移行支援から地域連携
を含めた一体的なクリティカルパス等を作成する。
(4)統合失調症患者の再発要因を調べるとともにクリティカルパスの中
に対策を組み込む。

２　④は、実施する事業の事業項目、客体、事業の実施方式等を具体的かつ詳細に記入すること。
　当該欄に記入困難な場合は、任意様式で提出することも可。また、事業の実施に当たって参考と
　なる資料があれば添付すること。

３　　⑤は、実施する事業の効果と活用方法を具体的に記入すること。

１　①は、具体的な事業名を記載すること。


